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2022年度夏季の電力需給見通し
 国の需給検証において、夏季の需給見通しは、東北・東京・中部エリアで7月の予備率が3.1％と
安定供給に最低限必要な予備率3％をわずかに上回る非常に厳しい見通し。

電力需給に関する検討会合（2022.6.7）
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国による電力需給に関する対策
 6月7日の電力需給に関する検討会合において、今後の需給対策として、以下の総合的な対策が
示されている。

電力需給に関する検討会合（2022.6.7）
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中部電力グループにおける供給対策
 中部電力パワーグリッドは、今夏の中部エリアにおける需給見通しが厳しいことから、追加供給力
（kW）の公募ならびに追加供給量（kWh）の公募を実施している。

 その他、電力需給がひっ迫する場合には、電源Ⅰ´発動や火力発電所の増出力運転、電源Ⅲや
自家用発電設備の焚き増し等の対策を実施する。

対策 準備・検討の状況など

追加供給力・
追加供給kWh公募

北海道・沖縄を除く8エリア共同で追加供給力の公募を実施（全国120万kW程度）
沖縄を除く9エリア共同で追加供給kWhの公募を実施 （全国10億kWh程度）
対象期間：7・8月

火力増出力運転 火力発電所の発電機定格出力を超えた運転を行い、追加供給力として活用

電源Ⅰ´発動 一般送配電事業者が予め契約している 10 年に 1 回程度の厳気象時等の稀頻度な需給ひっ迫時に
おいて、需給バランス調整を実施することを目的とした調整力を活用

電源Ⅲや自家発等の
焚き増し オンラインで調整できない電源・特定自家用電気工作物の増出力を依頼

地域間連系線
運用容量の拡大

様々な対策を行っても、需給ひっ迫が回避できない場合は、広域機関の業務規程に基づき、供給
信頼度の低下を伴いつつ運用容量を超えた連系線の活用を広域機関に求める。

供給電圧調整 需給ひっ迫に伴う国からの要請に基づき法令、託送供給等約款で定められている電圧の範囲で、電圧を
低めに運用し、使用電力の削減を図る。
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中部電力グループにおける節電のお願いに関する取り組み

 中部電力グループは、以下の取り組みを通じて、丁寧にわかりやすく、節電をお願いしていく。

対策 準備・検討の状況など

節電に関する情報発信
節電のお願いについてプレスリリースにて発信
需給両面での対策に全力で取り組むとともに、テレビCMや中部電力３社の各ホームページ、SNS等を活
用し、節電のお願いを実施

中部電力ミライズによる
取り組み ご家庭、法人のお客さまに向けた省エネ・節電の取り組みの展開

自治体と連携した節電
のお願い 自治体に協力いただき、地域のお客さまに対し、省エネ・節電のお願いを実施
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